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ペロブスカイト材料は、塗るだけで簡単に作ることができ、しかも優れた光吸収特性や
電子物性をもつことから、次世代太陽電池の材料として全世界的に注目されています。
未来を見据え、「サステナブルなモノづくり」を実現するためには、ペロブスカイト材料も
毒性や環境負荷を最小限に抑えた方法で作ることが求められます。
本研修では、実際にペロブスカイト材料の簡便かつ低環境負荷な合成法を実習して
その根底にあるサイエンスを学ぶとともに、機器分析を用いた材料評価技術についても
理解を深めます。さらに、ペロブスカイト太陽電池が拓く未来についても考えてみます。
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